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研究成果の概要（和文）：近年のパプアニューギニアの周辺地域では、金や白檀の発見、新しい

換金作物の導入等により土地の経済的価値が見出されるにつれ、住民たちが自然環境に対しこ

れまでとは違った価値を見出し、権利を主張し始めている。本研究は近年のパプアニューギニ

アにおける自然環境の資源化という現象を、個別地域の文脈の中で精査することを通じて、現

地住民の中で現れつつあるローカルな「開発」思想の可能性について明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In recent years local people in Papua New Guinea have found new 

economical values in their lands. As new economic developments, such as gold mine 

operation, sandalwood collection, and introduction of new cash crops influence the local 

Papua New Guineans, they are beginning to regard their natural environment to be 

important resources. The local Papua New Guineans are now aware of the value of their 

lands and are beginning to assert their land rights. This research project has investigated 

the local knowledge of „development‟ in contemporary Papua New Guinea by conducting 

intensive fieldworks. 
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１．研究開始当初の背景 

 

本研究メンバーのこれまでの調査により、
(1)金鉱や白檀の発見、換金作物の導入等によ

り土地が持つ新たな価値が認識された。(2)

外部からの環境保護思想や西洋的な自然観、
開発思想が流入する中で住民が独自の解釈
を施しながら学習している。(3)外部からの開
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発思想の流入に適応・対抗する過程で現地住
民の中に独自の「開発」思想が芽生えている。
(4)開発的介入の影響として、都市部・農村間
の人口移動や、都市部から農村部への U ター
ン型の移動が見られる。といったことが明ら
かになった。このような状況の下、パプアニ
ューギニアの現地住民は自己を取り巻く自
然環境に新たな価値付けを行い、利用可能な
資源として認識し直している。以上の背景を
踏まえ、本研究メンバーは現在のパプアニュ
ーギニア周辺部における自然環境の資源化
とでも呼ぶべき現象を、ローカルな「開発」
思想に注目することにより研究する必要性
を認識するに至った。 

 

２．研究の目的 

 

上記の問題意識に従い、本研究は以下の三
点を明らかにすることを目的とした。(1)資源
化された自然環境をめぐって生じる諸問題
について。(2)住民の中に芽生える「開発」思
想がもつ性格について。(3)開発的介入の結果
生じた人口移動の現状について。以上三点の
問題は、パプアニューギニア周辺地域の現地
住民が、急速な近代化や都市化、天然資源開
発や世界経済からの影響といった近年の社
会状況の下で生じたものであり、従来のパプ
アニューギニアにおける資源利用とは異な
る性格を持っている。パプアニューギニアの
在地住民はこれまでも伝統的に土地や海域
をめぐり地域集団ごとに争ってきた。だがそ
れは集団間の権利の及ぶ範囲の象徴として
の性格が強く、経済的価値は希薄であった。
だが開発により土地が持つ意味やそこから
得られる利益を現地住民が改めて認識する
ことにより、自然環境の資源化と、在地の「開
発」思想という新たな問題が生じることとな
った。このような新たな状況がパプアニュー
ギニア周辺社会の住民に様々な形で与える
影響について明らかにすることが本研究の
目的である。 

 

 

３．研究の方法 

 
パプアニューギニア国内の自然環境や社

会状況の多様性を視野に入れ、本研究プロジ
ェクトのメンバーがこれまで重点的に調査
してきたセピック地域に加え、新たにパプア
地域、島嶼部、都市部といった、異なる地理
的特徴を持つ地域での現地調査を行った。そ
して、それぞれの地域で換金作物の導入、土
地利用の実態、土壌汚染や水質汚染の現状と
それに対する住民の反応、エコ・ツーリズム
に代表される観光開発、プランテーション開
発、森林伐採の調査等を行った。その際に、
特に伝統的な自然環境の利用と、現代的な資

源開発や「開発」思想との間で、現地社会が
如何なる対応をとり、新たな状態を解釈し、
意味づけているのかに注目したフィールド
ワークを行った。またこの他にもパプアニュ
ーギニアではパプアニューギニア大学や東
セピック州政府、観光関係企業での資料収集
や聞き取り調査を行った。また首都ポートモ
レスビーや地方都市ウェワク、ケビエンにお
ける農村部から流入した人々のコミュニテ
ィや中国系をはじめとする外国人コミュニ
ティを対象とした調査も行った。また日本国
内では立教大学や東海大学、国立民族学博物
館での文献資料収集を行った。また定期的に
研究会を開催することにより、各メンバー調
査結果の発表や相互の意見交換、問題意識の
共有を図った。 
 
４．研究成果 
 
天然資源の資源化という問題を、パプアニュ
ーギニアにおける現地の「開発」思想の誕生
という観点から調査・研究することによる本
研究プロジェクトの成果としては、以下の 6

点を挙げることができる。(1)開発が住民に与
える影響の再検討。(2)パプアニューギニアの
住民にとっての自然観や世界観の現代的側
面の問い直し。(3)「科学的知識と伝統的知識」
という知識論に関する従来の二元論的枠組
みの再考。(3)エコ・ツーリズムに代表される
住民の側からの環境概念の捉え直しの実態
の把握。(4)水質汚染に対する地域住民の側か
らの反応の実態。(5)換金作物栽培や鉱物資源
の開発に見られる土地利用の変化。(6)外国資
本による天然資源の開発に対するパプアニ
ューギニア社会からの反応。これらの研究成
果は、近年のパプアニューギニアにおける開
発が現地住民にいかなる影響を与えている
のかを、経済的・社会的なレベルだけでなく、
権利や思想、世界観や自然観といった文化的
レベルで解明した部分に特徴がある。それに
より、開発や科学的知識やテクノロジーに対
する、ローカルな主体からの習合や反発、適
応等の現状を明らかにすることができた。 
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